


10月の税等料金・納付のお知らせ

▲

市県民税　第3期▲

国民健康保健税（普通徴収） 第5期▲

後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第4期▲

保育園保育料　10月分▲

介護保険料（普通徴収）　第5期▲
水道料金　10月分（7～8月使用量を1/2したもの）▲
下水道使用料　10月分

・山東・伊吹・米原地域
　（7～ 8月汚水量を 1/2 したもの）
・近江地域
　（6～ 7月汚水量を 1/2 したもの）
※口座振替日・納期限　平成20年10月31日（金）

もくじ10月の時間外窓口のご案内

実施日

▲

10月9日（木）･23日（木）　19時まで延長
実施窓口

▲

市役所各庁舎窓口
※毎月第２･第４木曜日（祝日の場合は前日の水曜
　日）に延長窓口を開設しています。
《取り扱い業務》
  ・住民票･戸籍に関する証明書の発行
  ・印鑑登録申請・印鑑登録証明書の発行
  ・外国人登録に関する証明書の発行
  ・税に関する証明書の発行
  ・税金の納付
  ・125cc未満のバイクの登録
  ・米原市ナンバー（旧町ナンバー含む）の廃車申告
  ・臨時運行許可業務

10月15日号（お知らせ号） 10月10日（金）

次回の広報まいばら発行日は・・・

http://www.city.maibara.shiga.jp
市役所へのお問い合わせは公式サイトの

米原市公式サイト（ホームページ）

問い合わせ をクリックしてください。

納税は便利な
口座振替で

特集１
米原市シンボルキャラクター名決まる! ３
特集２
財政の健康診断（地方財政健全化法について）4
市政情報
乗り合いタクシー（予約制）「カモン号」スタート !! 6

無料木造住宅耐震診断を受けてみませんか
市役所窓口アンケートを実施しました 7

野焼きは禁止されています
秋の行政相談週間です 10

平成21年度保育園・幼稚園・認定こども園の
入園申し込み受け付けスタート !! 8

まいばら暦－maibara koyomi－ 11

11 月の健康カレンダー 12

フレーフレー子育て 14

米原歴史街道43 17

市長とまちかどト～ク 18

まいばらまんすりー・れぽーと 20

考えよう！暮らしと人権⑦ 21

人口41,870 人（－46）　男 20,530 人（－29）　女 21,340 人（－17）　世帯数13,550 世帯（－14）

65歳以上の人口　10,146 人　高齢化率　24.23%　※（　）内は前月との比較　【平成20年9月1日現在】

16わたしのゆるり時間に

問 市民窓口課　　☎ 52-6927　　　 52-4539FAX

米原市各自治センター連絡先

山東自治センター　☎ 55-8101　　　55-2406
伊吹自治センター　☎ 58-2221　　　58-1630
米原自治センター　☎ 52-6623　　　52-4539
近江自治センター　☎ 52-6920　　　52-8730

FAX
FAX
FAX
FAX

問 市民部　収納課（近江庁舎）
☎ 52-3189　　　 52-6930FAX くらしのガイド 22

今月の表紙
　江戸末期に彦根藩主の井伊家から拝領した倫子、緞子織りの艶
やかな化粧まわしをつけた力士たちが、土俵上で角力甚句にあわ
せて力強く土俵を踏みしめる角力踊り。その勇壮な姿をひと目見
ようと多くの観客が土俵際を囲みました。

どんずりんず

じんく

日撫神社奉納角力・角力踊り
ひ   なで  じん  じゃ  ほう  のう す も う す も う おど
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米
原
市
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会

よ
り
市
長
へ
の
中
間
提
言
の
後
、
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
を
小
学
生
、
中
学
生
を
は

じ
め
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
総
数
675
票
と
い
う
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、

検
討
委
員
会
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
名
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

選
定
理
由　

　

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
家
族
を
表
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
父
親
、
母
親
と
分

か
る
よ
う
選
定
し
ま
し
た
。

　

父
親
、
母
親
の
名
前
は
、
全
体
的
に
バ
ラ
つ

き
が
あ
っ
た
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
最
多
得
票
「
ゲ

ン
ジ
」
お
よ
び
「
ヒ
メ
ち
ゃ
ん
」
を
冠
と
し
て

反
映
さ
せ
ま
し
た
。
応
募
の
中
に
あ
っ
た
、
パ

パ
の
ホ
タ
ル
を
略
し
た
「
パ
パ
ル
」、
マ
マ
の

ホ
タ
ル
を
略
し
た「
マ
マ
ル
」に「
源
氏
」と「
姫
」

を
そ
れ
ぞ
れ
冠
に
付
け
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ホ
タ
ル
は
、
応
募
数
の
最
も
多
か
っ

た
名
前
で
あ
り
、
や
わ
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
と
い
う
理
由
に
よ
り
採
用
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
広
く
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
、
ま
た
、

米
原
市
の
知
名
度
と
好
感
度
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
市
で
は
、「
米
原
市
シ
ン

ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
要
綱
」
を
定
め
、
み
な
さ
ま
に
シ
ン
ボ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
例
え
ば
こ
ん
な
使
い
方
（
例
）

◇
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど（
漬
物
、豆
腐
、そ
ば
、菓
子
、も
ち
、

味
噌
、
こ
ん
に
ゃ
く
e
t
c
…
）

◇
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
T
シ
ャ
ツ
、
絵
本
、
絵
は
が
き
e
t
c
…

　

こ
の
よ
う
な
も
の
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ご
活
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

 

・
誰
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
営
利
を
目

的
と
す
る
場
合
な
ど
は
、
使
用
申
請
お
よ
び
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
）

 

・
使
用
の
制
限
が
あ
り
、
許
可
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

・
使
用
料
は
無
料
で
す
。

 

・
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
動
き
を
取
り
入
れ
た
り
、
手
に
何

か
を
持
た
せ
た
り
と
い
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
改
変
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
事
前
に
使
用
申
請
お
よ
び
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
）

『
米
原
市
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
決
ま
る！
』

お父さんホタル
源氏パパル

子どもホタル
ホタルン

お母さんホタル
姫ママル

◇シンボルキャラクター及び名称を商標登録
　するため、特許庁へ出願しました。

　

米
原
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
ホ
タ
ル
」

が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描
か

れ
、
名
前
も
決
ま
り
ま
し
た
。
今

ま
で
の
写
実
的
な
ホ
タ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
対
外
的
な
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
活
用
い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
の
輝
く
ま
ち
米
原
市
を
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米
原
市
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

検
討
委
員
会
か
ら

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
米
原
市
を
P
R

お
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
部　

総
合
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
２-

６
６
２
６　
　

５
２-

５
１
９
５

FAX

ぼくらの名前が
決まったよ！

検討委員会 会長  田中眞示さん
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ど
う
や
っ
て
健
全
性
を

　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
会
計
の
赤
字
の
比

率
の
み
で
財
政
状
況
を
判
断
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
は
特
別
会
計
や
米
原
市
が

出
資
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の
状
況
が
反

映
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
再
建
団
体
の
基
準

し
か
な
く
、
早
期
是
正
が
で
き
な
い
こ
と

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
新
た
に
施
行
さ
れ
た
地
方
財
政

健
全
化
法
（
以
下
『
健
全
化
法
』
と
い
い

ま
す
。）
は
、
財
政
悪
化
が
進
む
地
方
公

共
団
体
の
財
政
破
た
ん
（
倒
産
）
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
毎
年
財
政
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
期
に
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

財
政
の
健
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め

の
指
標
の
公
表
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
体
全
体
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

①
実
質
赤
字
比
率
（
主
に
一
般
会
計
に
ど

れ
く
ら
い
の
赤
字
が
あ
る
の
か
）、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
（
市
全
体
で
ど
れ

く
ら
い
の
赤
字
が
あ
る
の
か
）、

③
実
質
公
債
費
比
率
（
借
金
の
返
済
に
ど

れ
く
ら
い
支
払
っ
て
い
る
の
か
）、

④
将
来
負
担
比
率
（
将
来
ど
れ
く
ら
い
の

負
担
が
見
込
ま
れ
る
の
か
）
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
「
健
全
化
判
断

比
率
」
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
に

関
す
る
も
の
と
し
て
、

⑤
資
金
不
足
比
率
（
資
金
不
足
額
が
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
）
に
よ
り
経
営
の
健
全

性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

米原市の財政

健
全
化
法財
政
の
健
康
診
断

財
政
の
健
康
診
断

〜
地
方
財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て
〜

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性
を
評
価
す
る
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
地
方
財
政
健
全
化
法
）」
の
概
要
と
、
平
成
19
年
度
決

算
に
お
け
る
米
原
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般会計等
・一般会計
・土地取得事業特別会計
・駐車場事業特別会計
・住宅新築資金等貸付事業特別会計

■公営事業会計
・国民健康保険事業特別会計
・国民健康保険直営診療所事業特別会計
・介護保険事業特別会計
・老人保健医療事業特別会計

○うち公営企業会計
・水道事業会計
・流域関連公共下水道事業特別会計
・農業集落排水事業特別会計
・米原駅東部土地区画整理事業特別会計
・工業団地造成事業特別会計
・住宅団地造成事業特別会計

■一部事務組合など
（湖北地域消防組合など）

■第三セクターなど
（伊吹山麓青少年育成事業団など）

※資金不足比率は公営企業会計ごとに算出します。

健全性チェックの対象範囲

① 

実
質
赤
字

　

 

比　
　

率

⑤ 

資
金
不
足

　

 

比 

率（
※
）

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率

③ 

実
質
公
債
費
比
率

④ 

将
来
負
担
比
率

地
方
財
政
健
全
化
法
っ
て
？
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健
全
化
判
断
比
率
が
一
定
程
度
悪
化
す

る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
に
よ
り
、
自
主
的
な
財
政
の
健
全
化
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
早
期
健
全
化
基

準
）。

　

ま
た
、
さ
ら
に
比
率
が
悪
化
し
た
場
合

は
、
財
政
再
生
計
画
の
策
定
の
ほ
か
、
国

の
管
理
･
指
導
を
受
け
て
、
財
政
再
建
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
財
政
再
生
基

準
）。

　

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、
公
共
料

金
の
値
上
げ
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
廃

止
な
ど
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
と
収
入
の

確
保
が
必
要
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

多
大
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

い
わ
ば
、
健
全
化
法
は
地
方
公
共
団
体

に
健
康
診
断
を
義
務
付
け
る
も
の
で
、
早

期
健
全
化
基
準
に
至
れ
ば
入
院
、
財
政
再

生
基
準
に
達
す
れ
ば
大
手
術
が
必
要
な
状

態
と
言
え
ま
す
。
大
手
術
が
必
要
に
な
る

前
に
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
こ

と
が
健
全
化
法
の
目
的
で
す
。

比
率
が
悪
化
す
る
と

　
　
　
　
　

ど
う
な
る
？

米
原
市
の
状
況
は
？

健全化法のイメージ
健
全

悪
化財　政　状　況

○指標の公表と情報
　開示の徹底

○自主的な財政健全化
・財政健全化計画の策定
・計画の実施状況を公表
・知事、総務大臣の勧告

○国等の管理･指導による
　確実な再生
・財政再生計画の策定
・総務大臣の同意がなければ
　市債発行（借金）できない。
・公共料金の値上げなど市民
　負担の増加

公営企業の経営の健全化

早期健全化基準 財政再生基準

　

平
成
19
年
度
決
算
に
よ
る
、
指
標
の
状

況
は
左
記
の
と
お
り
で
、
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
（
な
お
、
全
会
計

と
も
黒
字
の
た
め
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は

生
じ
て
い
ま
せ
ん
）。

　

米
原
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
税
金
だ
け
で
な
く
、市
債
（
借

金
）
の
発
行
や
基
金
（
貯
金
）
を
取
り
崩

し
て
、
事
業
に
必
要
な
お
金
を
工
面
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
米
原
駅
自
由
通
路
整
備

や
区
画
整
理
事
業
な
ど
大
型
の
投
資
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
の
借
金
の

返
済
な
ど
を
考
え
る
と
決
し
て
安
心
で
き

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
収
入
に
見
合
っ
た
支
出

を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
将
来
の
世
代
の

負
担
も
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

米原市の財政健康診断結果表

健康診断の結果、健全な財政状況と判断できます。
しかし、今後借金返済の増加などが見込まれるため、より一層
健全な財政運営を行う必要があります。

（平成19年度決算）

健全化判断
比　　　率

実質赤字
比　　率

連　　結
実質赤字
比　　率

実　　質
公 債 費
比　　率

将来負担
比　　率

資金不足
比　　率

米原市

赤字なし

赤字なし

15.0％

125.6％

資金不足
な　　し

13.05％

18.05％

25.0％

350.0％

20.0％

40.0％

35.0％

20.0％

早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準

①

②

③

④

⑤

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
部　

財
政
課
（
米
原
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
２-

１
５
５
３　
　

５
２-

４
４
４
７

FAX
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市  政  情  報

予約制

10月1日から

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　
「
カ
モ
ン
号
」ス
タ
ー
ト
!!

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　
「
カ
モ
ン
号
」ス
タ
ー
ト
!!

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　
「
カ
モ
ン
号
」ス
タ
ー
ト
!!

　

先
月
末
で
廃
止
し
ま
し
た
カ
モ
ン
バ
ス
に
代
わ
り
、
10
月
か
ら
完
全
予
約

制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
カ
モ
ン
号
」
を
、
山
東
地
域
を
中
心
に
一
部
伊
吹
地

域
ま
で
区
域
を
拡
大
し
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
特
に
路
線
と
運
行
本
数
を
以

前
と
比
べ
て
充
実
さ
せ
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
の
で
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
カ
モ
ン
号
」
の
詳
し
い
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
運
行
区
域　

山
東
地
域
全
域
、
米
原
地
域
の
一
部
（
一
色
・
醒
井
）、
伊

吹
地
域
の
一
部
（
春
照
・
高
番
・
杉
沢
・
村
木
）

■
運
行
路
線　

３
路
線
（
従
来
の
カ
モ
ン
バ
ス
路
線
を
基
本
に
路
線
設
定
を

行
い
ま
し
た
）

　
　
　
　
　
　

①
山
東
西
回
り
線
（
お
も
に
山
東
地
域
大
原
学
区
・
西
学
区
・

東
学
区
お
よ
び
米
原
地
域
の
一
部
を
運
行
）

　
　
　
　
　
　

②
山
東
東
回
り
線
（
お
も
に
山
東
地
域
柏
原
学
区
・
大
原
学

区
・
東
学
区
お
よ
び
伊
吹
地
域
の
一
部
を
運
行
）

　
　
　
　
　
　

③
山
東
伊
吹
循
環
線
（
お
も
に
山
東
地
域
東
学
区
・
大
原
学

区
お
よ
び
伊
吹
地
域
の
一
部
を
運
行
）

■
運
行
時
間
帯　

６
時
台
か
ら
19
時
台
ま
で
（
各
路
線
に
お
い
て
毎
時
１
本
の

運
行
）

■
運
行
日　

平
日
・
土
曜
日
の
み

　
　
　
　
　
　

※
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
（
12
/
30
〜
1
/
3
）
は
運
休

■
利
用
料
金　

１
乗
車　

お
と
な
3
0
0
円
、
こ
ど
も
1
5
0
円

　
　
　
　
　
　

回
数
券　

11
枚
綴
3,
0
0
0
円
（
こ
ど
も
は
半
額
）

　
　
　
　
　
　

※「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
と
の
共
通
利
用
が
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
　

※
回
数
券
の
販
売
は
、
各
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
方
法　

①
最
初
に
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
市
民
自
治
セ

ン
タ
ー
自
治
振
興
課
で
登
録
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

②
利
用
さ
れ
よ
う
と
す
る
便
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

毎
時
運
行
出
発
時
刻
の
30
分
前
ま
で
に
予
約
セ
ン
タ
ー

（
運
行
先
：
近
江
タ
ク
シ
ー
湖
北【
☎
６
２-

０
１
０
６
】）

へ
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
（
早
朝
（
６
〜
８
時
台
）
の

便
に
限
り
前
日
予
約
が
必
要
）。

　

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
利
用
登
録
時
ま
た
は
、
各
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー

自
治
振
興
課
で
お
渡
し
て
お
り
ま
す
「
カ
モ
ン
号
」
ご
利
用
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
総
合
政
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
モ
ン
バ
ス
運
行
終
了
に
伴
う

　

カ
モ
ン
バ
ス
回
数
乗
車
券
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　

カ
モ
ン
バ
ス
の
運
行
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
伴
い
、
以
前
購

入
さ
れ
ま
し
た
回
数
券
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
払
い
戻
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
払
い
戻
し
対
応
窓
口   

・
湖
国
バ
ス
米
原
案
内
所
（
J
R
米
原
駅
西
口
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

・
湖
国
バ
ス
長
岡
案
内
所
（
J
R
近
江
長
岡
駅
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

・
湖
国
バ
ス
長
浜
駅
前
案
内
所
（
J
R
長
浜
駅
東
口
）

■
払
い
戻
し
期
間

　
　

平
成
20
年
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
11
月
30
日
（
日
）
ま
で
【
２
ヶ
月
間
】

■
そ
の
他

　
　

湖
国
バ
ス
（
株
）
発
行
の
普
通
回
数
券
・
小
判
手
形
に
つ
い
て
は
、
他

の
バ
ス
路
線
（
近
江
長
岡
線
や
梓
河
内
線
な
ど
）
で
も
継
続
し
て
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
他
の
路
線
を
ご
利
用
の
場
合
は
引
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
を
走
る
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

（
10
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
！
）

■
曲
谷
線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

　
　

曲
谷
線
の
一
部
始
発
便
と
伊
吹
登
山
口
線
と
の
乗
り
継
ぎ
を
改
善
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
ダ
イ
ヤ
を
早
め
ま
す
。
詳
し
く
は
各
市
民
自
治
セ
ン

タ
ー
自
治
振
興
課
で
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
「
湖
国
バ
ス
時
刻
表
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
総
合
政
策
課
ま
た
は
湖
国
バ
ス
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

・
ジ
ョ
イ
い
ぶ
き
発
・
曲
谷
行
き
【
変
更
前 

６
時
２
分
発⇒

６
時
32
分
着
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
変
更
後 

５
時
52
分
発⇒

６
時
22
分
着
】

　

・
曲
谷
発
・
近
江
長
岡
駅
行
き　
【
変
更
前 

６
時
32
分
発⇒

７
時
14
分
着
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
変
更
後 

６
時
22
分
発⇒

７
時
4
分
着
】

お
問
い
合
わ
せ

　

○
運
行
に
関
す
る
も
の　

政
策
推
進
部
総
合
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
5
2-

6
6
2
6　
　

5
2-

5
1
9
5

　

○
払
い
戻
し
に
関
す
る
も
の　

湖
国
バ
ス　
長
浜
営
業
所　

☎
6
4-

1
2
2
4

FAX

  

米
原
市
一
色
地
先
の
東
海
道
本
線
を
跨

ぐ
、
一
色
跨
線
橋
は
架
設
後
約
40
年
経
過

し
て
い
る
た
め
、
橋
梁
耐
震
工
事
と
し
て

架
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

  

工
事
期
間
中
は
、
現
跨
線
橋
の
北
側
に

仮
設
迂
回
路
を
設
置
し
て
車
線
確
保
で
行

い
ま
す
。
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
、
片
側

交
互
通
行
、
一
時
的
な
通
行
止
め
の
規
制

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
東
海
道
本
線

上
空
の
工
事
は
、
鉄
道
運
行
の
な
い
夜
間

に
通
行
止
め
の
規
制
を
行
い
、
工
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

  

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
（
予
定
）

　

平
成
20
年
10
月
頃
〜
平
成
23
年
３
月
末
ま
で

一
色
跨
線
橋

こ　
　
　

せ  

ん　

 

き 

ょ 

う

改
築
工
事
の
お
知
ら
せ

山東一色線

一色跨線橋
仮設迂回路

国道21号

天満
一色
線

東
海
道
本
線

ガソリン
スタンド

一色

お
問
い
合
わ
せ　

湖
北
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　
　
　

建
設
管
理
部　

道
路
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
９-

６
５-

６
６
４
３
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お問い合わせ　米原市民自治センター 市民窓口課（米原庁舎）　☎ 52-6927　　　52-4539FAX

市  政  情  報

　阪神・淡路大震災では多くの建物が全半壊し、6,400人強の尊い命が奪われました。中でも建物倒壊や家具
の下敷きによって亡くなられた方は９割弱にもおよびます。地震が発生したときに、人的な被害を軽減するた
めの最も有効な手段の一つが、家屋や家具の倒壊を防止することです。
　そこで無料木造住宅耐震診断を実施します。（個人の費用負担はいりません）
　ご希望される方は、お気軽に防災安全課までお申込ください。
※耐震診断員がご自宅に派遣されます（調査時間は２～３時間程度）。
　申込者多数の場合は、先着順とし、21年度で対応させていただく場合がありますので、ご了承願います。

　なお、本市では平成17年度より耐震診断結果が0.7未満の住宅を1.0以上にするための耐震改修（一部バリア
フリー改修含む）工事について、県と連携して補助する制度を創設しております。また、耐震改修促進税制が
創設されたことに伴い、当該補助金の交付を受けた耐震改修工事にかかる所得税額の特別控除および固定資産
税額の減額措置を受けることができます。この制度についての詳しい内容については、下記までお問い合わせ
ください。

グラッときても大丈夫。

無料木造住宅耐震診断を受けてみましょう。

滋賀県建築住宅センターのHPで耐震簡易自己診断ができます。（http://www.zai-skj.or.jp/shindan-jikoshindan.htm）
お問い合わせ・申込先　市民部防災安全課（近江庁舎）　☎ 52-6630　　　52-6930FAX

市役所窓口アンケートを実施しました。

対象となる要件 
●昭和56年5月31日以前に着工され、完成しているもの。
●延べ面積の半分以上の部分が住宅として使われているもの。
●階数が２階以下かつ延べ面積300㎡以下のもの。
●木造軸組工法のもので、枠組壁工法、丸太組工法でないもの。
●大臣などの特別な認定を得た工法による住宅でないもの。

　

市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
庁
者

の
み
な
さ
ま
の
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
満
足
と
信
頼
の
得
ら
れ
る
窓
口

応
対
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

窓
口
応
対
の
向
上
・
改
善
を
め
ざ
し

て
、
昨
年
度
に
引
続
き
各
市
民
自
治
セ

ン
タ
ー
窓
口
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
61
名
の
方

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

窓
口
に
お
け
る
全
体
の
評
価
と
し

て
、
不
満
、
と
て
も
不
満
と
回
答
さ
れ

た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
待
合

椅
子
が
少
な
い
、
事
務
的
で
横
柄
な
態

度
と
い
っ
た
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

待
合
椅
子
へ
の
案
内
や
接
遇
研
修
を
行

い
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

窓口来庁者アンケート概要
○　実施期間　平成20年7月１日～7月31日
○　回 答 数　61件（男性29人  女性31人  未記入1人）
○　実施場所　山東・伊吹・米原・近江の各市民自治センター窓口
○　年 齢 層 10代 20代 30代 40代

  3%   5% 20% 28%
50代 60代 70代 
18% 18%   8% 

待合場所や窓口の
案内表示はいかがでしたか

職員の言葉づかいや
態度はいかがでしたか

全体評価は
いかがでしたか

待ち時間は
いかがでしたか

職員の説明は
わかりやすかったですか

職員のみだしなみは
いかがでしたか

毎月第2・第4木曜日（祝日の場合は前日の水曜日）に時間外窓口を
開設しています。ぜひご利用ください。

未記入
5％
未記入
5％

普通
64％

悪い
0％ 良

31％

未記入
3％
未記入
3％

普通
36％

悪い
0％

良
61％

未記入
18％

普通
36％

不満
0％

とても満足
15％

とても満足
15％

満足
31％

未記入
20％

普通
48％

時間が
かかった
2％

時間が
かかった
2％

早い
30％

普通
30％

いいえ
0％

はい
70％

普通
51％

悪い
0％

良い
49％
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市  政  情  報

平
成
21
年
度
保
育
所
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
申
し
込
み

受
け
付
け
ス
タ
ー
ト
!!

　

乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
大
切
な

時
期
で
す
。
保
育
所
・
幼
稚
園
で

は
、
家
庭
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

日
々
の
生
活
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
成

し
て
い
き
ま
す
。

●入園対象園児 保育所：０歳から就学前までの保育に欠ける乳幼児
幼稚園：満３、４、５歳児の幼児

●申し込み方法

申込書類の配布日

※１　市外保育所希望の方は、市役所開庁時間の他、下記日時でも山東庁舎で受付を行います。
　　　10月23日（木）19時まで（時間外窓口）　10月26日（日）9時から 17時まで

保　育　所 幼　稚　園 認定こども園

申込書類配布場所

受付期間・時間

受　付　場　所

◆新規申し込みおよび
継続入所希望の方

　第一希望の保育園
◆市外保育所の方 ※1
　こども家庭課

市内保育所
各庁舎自治振興課
こども家庭課

市内幼稚園
各庁舎自治振興課
こども家庭課

認定こども園
各庁舎自治振興課
こども家庭課

市内幼稚園 認定こども園

10月20日（月）～10月31日（金）　※土日を除く
　保育所、幼稚園、認定こども園の開園時間内
★新規申し込みの方は、予め電話にて園の予定をご確認ください。

10月3日（金）から配布します。また、米原市公式ウェブサイトからも
ダウンロードできます。　　http://www.city.maibara.shiga.jp/

●市内の公立幼稚園

山東幼稚園

ふたば幼稚園

醒井幼稚園

米原幼稚園

米原幼稚園中分園
※３

※２　３歳児の通園方法は、個人送迎を基本とします。
※３　米原幼稚園中分園は、米原中保育園との一体化施設です。

園　　名 電話・FAX所在地 給　食 通園方法 通園区域

池下91

新庄 77

枝折 74

入江 296

下多良 146-1

TEL 55-8400
FAX 55-4300

TEL 54-1241
FAX 54-1303

TEL 54-2655
FAX 54-2655

TEL 52-9610
FAX 52-9607

TEL 52-3362
FAX 52-5131

完全給食
通園バス（有料）
または個人送迎

※２

副食のみ
主食は各自持参

完全給食

完全給食

副食のみ
主食は各自持参

通園バス（有料）
※２

個人送迎

個人送迎

個人送迎

柏原小、山東東小、
山東西小、大原小
学校区域に同じ

坂田小、息長小
学校区域に同じ

息郷小、醒井小
学校区域に同じ

米原小学校区域
に同じ

米原小学校区域
に同じ

※満３歳児：平成 17年４月２日～平成 18年４月１日生まれ
　満４歳児：平成 16年４月２日～平成 17年４月１日生まれ
　満５歳児：平成 15年４月２日～平成 16年４月１日生まれ

保護者のみなさ～ん

10
月
末
ま
で
で
す
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●市内の保育所

園　　名 定員
(人) 電話・FAX 開園時間所在地 通園

方法
病後児
保育

休日
保育

一時
保育

子育て支援
センター

※4

○

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

－

－

－

○

○

－

－

－

－

－

－

○

－

－

－

○

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

－

－

米原西保育園

米原中保育園

息郷保育園

米原保育園
※５

醒井保育園

長岡保育園

大原保育園

柏原保育園

近江ひがし保育園

近江にし保育園

公

公

公

公

私

私

私

私

公

公

入江638-3

下多良 146-1

三吉 50

米原 677

醒井 547-1

長岡 1167-4

朝日 199-1

柏原 2217-10

能登瀬 1322-1

宇賀野 290

7:30～18:30

7:30～18:30

7:30～18:30

7:30～19:00

7:00～19:00

7:00～19:00

7:30～19:00

7:30～19:00

7:30～18:30

7:30～18:30

60

100

60

45

75

90

150

60

70

70

TEL 52-0483
FAX 52-1413

TEL 52-3362
FAX 52-5131

TEL 54-2141
FAX 54-2142

TEL 52-2477
FAX 52-3118

TEL 54-0215
FAX 54-1073

TEL 55-0061
FAX 55-8222

TEL 55-2060
FAX 55-2331

TEL 57-0077
FAX 57-0102

TEL 54-2149
FAX 54-2216

TEL 52-1067
FAX 52-1430

＊4～10月は20時

個人
送迎/
通園
バス
有料

個人
送迎

個人
送迎

個人
送迎

個人
送迎

個人
送迎

個人
送迎

個人
送迎

個人
送迎

●市認定こども園

園　　名 定員
(人) 電話・FAX 開園時間所在地 通園

方法

春照1950
7:30～18:30

8:30～14:00

45

180

○ － ○ ○
TEL 58-2001
FAX 58-2001

通園バス
（有料）
または
個人送迎

い
ぶ
き
認
定

こ
ど
も
園

長時部
（保育園）

短時部
（幼稚園）

病後児
保育

休日
保育

一時
保育

子育て支援
センター

通園区域：東草野小、
伊吹小、春照小学校区域
完全給食

※４　病後児保育は、いぶき認定こども園・米原中保育園で実施しており、市内保育所の通園児が利用できます。
※５　米原保育園は指定管理制度を導入しており、現在は社会福祉法人「大樹会」が管理運営しています。

●保育所入所申し込みに関する注意事項
　① 申し込み書類提出の際、簡単な聞き取りを行います。
　② 申し込み書類には、就労証明書や申立書、診断書など取り寄せに時間のかかるものがありますので、

早目にご準備ください。
　③ 平成21年度中に育児休暇を終えて職場復帰予定の方も、必ずこの期間に申し込み手続きをしてくだ

さい。
　④ 受付後、園ごとの入所希望者数が定員を超える場合、入所審査を実施し、入所者を決定します。
　⑤ 家庭の状況により、入所希望に添えない場合があります。
　⑥ 受付期間終了後の申し込み者の決定は、期間内申込者の入所調整・決定後になります。

お問い合わせ　健康福祉部　こども家庭課（山東庁舎）　☎ 55-8104　　　55-4040FAX
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１．国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却（例：河川敷、道路側の草焼き）
２．震災、風水害、火災、凍霜害その他災害の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却
　　（例：災害時などの応急対策、火災予防訓練）
３．風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却（例：どんと焼き）
４．焚き火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの（例：落ち葉焚き、キャンプファイヤー）
５．農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
　　（例：焼き畑、畔の草および下枝の焼却、魚網にかかったごみの焼却）
※タイヤ、廃ビニール (農業用含む )、プラスチック類は、黒煙や悪臭が激しく発生するため、例外の場合でも焼却できません。

野外焼却（野焼き）の禁止
■ 家庭から出たごみ、会社から出たごみなどの種類にかかわらず、野外での焼却は「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」によって禁止されています。（※一部例外を除く）

■ 違反した場合は、「５年以下の懲役もしくは、1,000 万円以下の罰金またはこれらの併科」に処せられます。
■ 廃棄物を焼却しようとするときは、環境省令で定める構造を用いて、環境大臣が定める方法により、焼却する
必要があります。構造基準を満たさない小型焼却炉での焼却、ブロック積み焼却、穴を掘っての焼却は、野焼
き（野外焼却）と同じですので、行わないで下さい。

周囲の生活環境に配慮しましょう
　「近所で草木を燃やして煙たい」「窓が開けられない」「洗濯物に臭いがついて困る」など、野
焼き（野外焼却）は、周囲への迷惑や有害物質の発生、火災の原因となります。例外とされて
いることもありますが周囲の生活環境に悪影響となるような野外焼却（野焼き）はやめましょう。

毎日の暮らしの中の国の事務に関することで
★ 苦情や要望をどこに申し出てよいのかわからない。
★ 苦情を言いたいが、直接は申し出にくい。
このようなときは、行政相談委員にご相談ください。
　相談は無料で秘密は固く守られますのでお気軽にご相談ください。電話での相談も受け
付けています。市内の相談日時や場所、行政相談委員のみなさんは次のとおりです。
＊国の事務（県・市町に委任している事務なども一部含みます。）としては、たとえば、国道、一級河川、年金、健康保険、
生活保護、雇用保険、労災保険、戸籍、登記、国税などといった意外に身近な分野があります。

　なお、原則として相談日は上記のとおりですが、変更する場合もありますので、広報まいばらや伊吹山テレビ・
防災行政無線でお知らせする「心配ごと総合相談」のご案内でご確認ください。
　また、行政相談は、滋賀行政評価事務所でも受け付けています。

10月20日（月）～26日（日）は秋の行政相談週間です。

野焼き（野外焼却）は法律で禁止されていますが、一部に以下の例外規定があります。

近江地域

山東地域

米原地域

伊吹地域

地域別 相談日時 場　　　所 行政相談委員
毎月第１火曜日
午前10時～正午

毎月第２火曜日
午前10時～正午

野焼き（野外焼却）は禁止されています野焼き（野外焼却）は禁止されています野焼き（野外焼却）は禁止されています

お問い合わせ　経済環境部　環境保全課（伊吹庁舎）　☎ 58-2230　　　58-1630FAX

お問い合わせ　行政苦情110番　☎ 0570-090110　　　077-525-1149FAX

松本　顕穣 さん
顔戸 2119　☎52-0720

まつ もと けんじょう

川崎　利夫 さん
柏原 2213　☎57-0239

かわ さき とし  お

田中　雅代 さん
番場 654　  ☎54-0956

た　なか まさ　よ

嶋田　正昭 さん
高番 601　  ☎58-0589

しま　だ まさ  あき

毎月第３火曜日
午前10時～正午

毎月第４火曜日
午前10時～正午

米原市近江地域福祉センター
やすらぎハウス

米原市ボランティアセンター
三島荘

米原市米原地域福祉センター
ゆめホール

米原市伊吹健康プラザ
愛らんど
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　相撲は健康な男が神の前でその力を捧げ、神に敬意と感謝をあらわす意味があり、古来よ
り神事として行われきました。日本の国技でもある相撲は、その起源は非常に古く古墳時代
の土器などにもその様子が描かれていたり、『古事記』などの書物にも多くの記述も残って
います。また、人々の生活に大きくかかわってきた相撲に使われる言葉は、知らず知らずの
うちに私たちの普段の生活の中にも多く溶け込んでいます。
　米原市でも９月14日（日）には能登瀬の山津照神社で奉納角力、15日（月・祝）には日
撫神社で奉納角力・角力おどりが行われ、10月17日（金）には大相撲米原場所が開催されます。

すもう・相撲・角力

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

11土

12日

13月

6 月

7 火

8 水

9 木

14火

15水

16木

10金

17金

18土

19日

20月

21火

22水

日26

23木

月27

24金

29水

30木

31金

火28

25土

ちりめん細工教室(水曜コース)[近江公民館](９時30分～)

すくすくカモン[山東公民館]（10時～11時30分）

フィットネス[山東公民館]（9時～12時、18時30～21時）

国際花市場[グリーンパーク山東]（～11月3日）
上平寺戦国浪漫のゆうべ
Ｋｉｄｓクッキング教室[近江公民館](10時～)
和太鼓教室[近江公民館](13時30分～)

第3回米原市芸術展覧会[市民体育館]（～12日）
心配ごと総合相談[近江やすらぎハウス](10時～12時)
書き方教室[米原公民館]（18時～）
フィットネス[山東公民館]（9時～12時、18時30～21時）
こころの相談室[和ふれあいセンター](13時30分～)
腹話術教室[近江公民館](19時～)

結婚相談[米原公民館](13時30分～16時)

大野木豊年太鼓踊り（雨天の場合13日）
乳がん患者会「あけぼのサロン」[米原公民館](13時～15時)
すぱーく朝市[すぱーく米原]（9時～）

心配ごと総合相談[三島荘(池下)](10時～12時)

フィットネス[山東公民館]（9時～12時、18時30～21時）

薬草ボランティア[ジョイいぶき](８時30分～)
男性専科講座[ジョイいぶき](10時～)
ちりめん細工教室(水曜コース)[近江公民館](９時30分～)

おはなし会［近江図書館］（11時～）

モノづくり講座（パンづくり）[米原公民館]（14時～）
米原曳山まつり[湯谷神社ほか]（～13日）
新幹線高速試験車両一般公開[鉄道総合技術研究所]（～12日）
第2回米原市民チャリティーゴルフ大会[彦根カントリークラブ]
子ども茶道教室・子ども将棋教室[山東公民館]（13時30分～15時30分）
Ｋｉｄｓシュガー教室[近江公民館](10時～)
ブレイクダンスメイト[近江公民館](13時～)

朝日豊年太鼓踊り
あがいｅけえよ2008「東草野大自然Ｂigりなフリーマーケット」[曲谷大持広場](10時～14時)
おはなし会[ジョイいぶき](10時～)
おはなし会［山東図書館］（14時～）
男性専科講座[ジョイいぶき](10時～)
「米原公民館講演会」[米原公民館]（13時30分～）

アコースティックコンサート[ルッチプラザ]
おはなし会［山東図書館］（14時～）
和太鼓教室[近江公民館](13時30分～)

大相撲米原場所[グリーンパーク山東内特設会場](８時～15時)
子育てふれあいサロン[ジョイいぶき]（9時30分～）
フィットネス[山東公民館]（9時30分～12時、18時30分～21時）

心配ごと総合相談[ゆめホール(三吉)](10時～12時)
うたごえ喫茶[米原公民館]（14時～）
フィットネス[山東公民館]（9時30分～12時、18時30分～21時）

すぱーく朝市[すぱーく米原]（9時～）
本格クッキング（フレンチ編）[ジョイいぶき]（13時～）

にこにこおはなし会［米原公民館］（10時～）
すくすくカモン[山東公民館]（10時～11時30分）
結婚相談[米原公民館](13時30分～16時)

心配ごと総合相談[伊吹健康プラザ愛らんど](10時～12時)
フィットネス[山東公民館]（9時30分～12時、18時30分～21時）

年賀状作成(初回)[山東公民館](13時30分～)
フィットネス[山東公民館]（9時30分～12時、18時30分～21時）

子育て講演会～子育ての楽しみ方～[米原公民館](10時～11時30分)
フィットネス[山東公民館]（9時30分～12時、18時30分～21時）

こころの相談室[Ｓ・Ｃプラザ](13時30分～)
薬草講座[ジョイいぶき](10時～)
ご縁の人間学「十講」[ジョイいぶき](19時30分～21時)
はじめてのワード講座(～24日・28日・29日)[ジョイいぶき](13時30分～)
腹話術教室[近江公民館](19時～)

※こころの教育相談の日程は「フレーフレー子育て（15ページ）」に掲載しています。

ず も う

親子でフィットネス[山麓体育館](10時～11時)　問 ジョイいぶき
フィットネス[山東公民館]（9時～12時、18時30～21時）

体育の日

す も う

米原市交通安全市民大会[米原公民館](９時30分～12時)
第21回全国スポーツ・レクリエーション祭[県立文化産業交流会館](～日)
中島啓江の音楽会～心に響くコンサート2008～[ジョイいぶき](18時～)
美浜原発見学会[美浜原子力発電所他]　問 米原公民館
ちりめん細工教室(土曜コース)[近江公民館](９時30分～)
和紙ちぎり絵教室[近江公民館](10時～)
キッズ「花遊」教室[近江公民館](10時～)
ブレイクダンスメイト[近江公民館](13時～)

子ども茶道教室・子ども将棋教室[山東公民館]（13時30分～15時30分）
ちりめん細工教室(土曜コース)[近江公民館](９時30分～)
おうみわんぱく笑楽公『みて・ふれて・楽しい・県外研修旅行in静岡』(８時30分～)　問 近江公民館
綿繰り体験[米原公民館]（14時～）
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お問い合わせ　健康福祉部  健康づくり課（山東庁舎）　☎ 55-8105　　　55-8130

会場について 場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

●健康づくり課
●山東健康福祉センター
●伊吹保健センター

山東庁舎内（長岡）
ルッチプラザ内（長岡）
伊吹健康プラザ愛らんど内(春照）

●近江保健センター
●米原保健センター
●米原げんきステーション

近江庁舎に併設（顔戸）
米原診療所に併設（三吉）
米原庁舎　南隣（下多良）

特定健診の受診料を助成します

参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

◆運動自主グループ活動・参加者募集中！！

運 動 相 談

11月

11月

11月

11月

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

13：30～15：00

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

近江保健センター

伊吹保健センター

健診結果通知書

運動シューズ

タオル

飲み物

※運動しやすい服装でお越し下さい。

栄 養 相 談
参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

9:00～11:00

13:30～15:30

9:00～11:00

13:30～15:30

伊吹保健センター

近江保健センター

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

健診結果通知書

筆記用具

眼鏡等

※1歳から 6歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と
　歯科指導が母子ともに無料で受けられます。

◇母子健康手帳

歯に関すること

母と子の強い歯をつくろう運動　

長浜市保健センター1 歳 児 歯 科 健 診

2歳～６歳児歯科健診 誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

11月13日（木） 14：00～15：30

事　業　名 開催時間 場　　所 持ちもの実施日

─ 主催：湖北歯科医師会 ─

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

7日（金）

11日（火）

18日（火）

28日（金）

11月

11月

11月

11月

12日（水）

20日（木）

26日（水）

28日（金）

　本年度まだ健診を受診しておられない方を対象に
集団健診（生活習慣病健診のみ。がん検診はありま
せん。）を実施します。受診を希望される方は健康づ
くり課まで電話にてお申込ください。

【日時・場所】（時間はいずれも 9：00～11：00）
　10月 23 日（木）　近江保健センター
　10月 24日（金）　伊吹健康プラザ愛らんど
　10月 25日（土）　米原げんきステーション　
　10月 26 日（日）　山東健康福祉センター
　※40歳以上の方は各医療保険から交付される特定

健診受診券、健康保険証を必ずご持参ください。

　平成20年度から40歳～74歳の方を対象に、加入し
ている保険ごとに実施されている特定健康診査につ
いて以下の要件に該当される方につきましては、特定
健康診査受診料を助成いたします。
　該当される方は申請をいただきますようお願いいた
します。なお、米原市国民健康保険にご加入の方で
該当される方には案内文を送付いたします。
＜助成対象者＞　
　① 市町村民税非課税世帯に属する者で、当該年度

内に70歳から74歳に達する者
　② 市町村民税非課税世帯に属する者で、母子世帯

等に属する者
　③ 市町村民税非課税世帯に属する障がい者（等級

不問）
＜申請に必要なもの＞
　健康保険証・特定健診受診の領収書・印鑑

健康教室のお知らせ

「脳血管障害について」
工藤神経内科クリニック　工藤　寛　先生
脳の血管が破れたり、ふさがったりする病気
について、予防するための注意点やどのよう
に対処して早期治療を行えばいいのかお話し
ます。
平成20年10月９日（木）午後１時 30 分から
長浜市民交流センター　ふれあいホール
長浜市勝町490

講師：
内容：

日時：
場所：

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

集団健診のご案内（10月開催）

　専門医によるアルコール相談、精神保健相談会を
実施いたします。いずれも事前予約制で予約受付後
に相談日をご連絡いたします。お気軽にご利用くだ
さい。

＜事前予約申込先＞
健康づくり課　または　長浜保健所　65-6610

アルコール相談・精神保健相談を実施します

参加は自由です直接会場にお越しください！

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。
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お問い合わせ　健康福祉部  健康づくり課（山東庁舎）　☎ 55-8105　　　55-8130

会場について 場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

●健康づくり課
●山東健康福祉センター
●伊吹保健センター

山東庁舎内（長岡）
ルッチプラザ内（長岡）
伊吹健康プラザ愛らんど内(春照）

●近江保健センター
●米原保健センター
●米原げんきステーション

近江庁舎に併設（顔戸）
米原診療所に併設（三吉）
米原庁舎　南隣（下多良）

特定健診の受診料を助成します

参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

◆運動自主グループ活動・参加者募集中！！

運 動 相 談

11月

11月

11月

11月

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

13：30～15：00

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

近江保健センター

伊吹保健センター

健診結果通知書

運動シューズ

タオル

飲み物

※運動しやすい服装でお越し下さい。

栄 養 相 談
参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

9:00～11:00

13:30～15:30

9:00～11:00

13:30～15:30

伊吹保健センター

近江保健センター

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

健診結果通知書

筆記用具

眼鏡等

※1歳から 6歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と
　歯科指導が母子ともに無料で受けられます。

◇母子健康手帳

歯に関すること

母と子の強い歯をつくろう運動　

長浜市保健センター1 歳 児 歯 科 健 診

2歳～６歳児歯科健診 誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

11月13日（木） 14：00～15：30

事　業　名 開催時間 場　　所 持ちもの実施日

─ 主催：湖北歯科医師会 ─

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

7日（金）

11日（火）

18日（火）

28日（金）

11月

11月

11月

11月

12日（水）

20日（木）

26日（水）

28日（金）

　本年度まだ健診を受診しておられない方を対象に
集団健診（生活習慣病健診のみ。がん検診はありま
せん。）を実施します。受診を希望される方は健康づ
くり課まで電話にてお申込ください。

【日時・場所】（時間はいずれも 9：00～11：00）
　10月 23 日（木）　近江保健センター
　10月 24日（金）　伊吹健康プラザ愛らんど
　10月 25日（土）　米原げんきステーション　
　10月 26 日（日）　山東健康福祉センター
　※40歳以上の方は各医療保険から交付される特定

健診受診券、健康保険証を必ずご持参ください。

　平成20年度から40歳～74歳の方を対象に、加入し
ている保険ごとに実施されている特定健康診査につ
いて以下の要件に該当される方につきましては、特定
健康診査受診料を助成いたします。
　該当される方は申請をいただきますようお願いいた
します。なお、米原市国民健康保険にご加入の方で
該当される方には案内文を送付いたします。
＜助成対象者＞　
　① 市町村民税非課税世帯に属する者で、当該年度

内に70歳から74歳に達する者
　② 市町村民税非課税世帯に属する者で、母子世帯

等に属する者
　③ 市町村民税非課税世帯に属する障がい者（等級

不問）
＜申請に必要なもの＞
　健康保険証・特定健診受診の領収書・印鑑

健康教室のお知らせ

「脳血管障害について」
工藤神経内科クリニック　工藤　寛　先生
脳の血管が破れたり、ふさがったりする病気
について、予防するための注意点やどのよう
に対処して早期治療を行えばいいのかお話し
ます。
平成20年10月９日（木）午後１時 30 分から
長浜市民交流センター　ふれあいホール
長浜市勝町490

講師：
内容：

日時：
場所：

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

集団健診のご案内（10月開催）

　専門医によるアルコール相談、精神保健相談会を
実施いたします。いずれも事前予約制で予約受付後
に相談日をご連絡いたします。お気軽にご利用くだ
さい。

＜事前予約申込先＞
健康づくり課　または　長浜保健所　65-6610

アルコール相談・精神保健相談を実施します

参加は自由です直接会場にお越しください！

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。安心と健康をサポートします 

母子健康手帳の交付
妊婦相談

すくすく
ホットライン

　健康づくり課・山東健康福祉センター・近江保健センター・米原保
健センター・米原げんきステーションで交付しています。妊娠中の心
配ごとや、わからないことなどお気軽にご相談ください。

　妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせなど、お気軽
にお電話ください。

☎55-8105 （内線１６４／受付８：３０～１７：１５）

乳幼児健康診査
※いずれも全市域を対象に毎月１回実施します。　　※４か月児健診はBCG接種も実施します。
※赤ちゃん手帳の中の問診票（対象月）を子どもさんの様子をみながら記入して当日ご持参ください。
※体調やご都合が悪い場合は、次回おこしください。

事業名（対象）

４か月児健診
（平成20年6月生まれ）

13：30～14：00
（BCGは13：00～13：15）11月

11月

11月

11月

7日(金)

14日(金)

18日(火)

20日(木)

11月13日(木)

13：00～13：30

13：00～14：00

9：30～10：30

13：00～14：00

米原げんき
ステーション

◇母子健康手帳　
◇バスタオル

◇母子健康手帳
◇バスタオル　◇子どもの歯ブラシ

◇母子健康手帳　
◇子どもの歯ブラシとコップ

◇母子健康手帳
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇子どもの尿（朝一番の尿を空容器
　に入れてご持参ください）

山東健康福祉
センター

１０か月児健診
（平成20年1月生まれ）

１歳６か月児健診
（平成19年3月生まれ）

２歳６か月児歯科健診
（平成18年4月生まれ）

３歳６か月児健診
（平成17年4月生まれ）

実施日 受付時間 会　場 持ちもの

（歯科健診があり
ますので、はみが
きをしてから、お
越しください。）

◇育児不安、ストレス等の悩みや、子どもの成長・発達など、育児についての相談をお受けします。
◇妊婦の健康相談も行っています。
◇食事・離乳食についての相談は、栄養士がお受けします。
◇身体計測
◇11月 6日（木）は、心理判定員がお子さんの発達の相談に応じます。

育児相談 ※時間はいずれも 9：30 ～11：30 です。

11月

11月

11月

11月

5日(水)

19日(水)

6日(木)

28日(金)

伊吹保健センター

近江保健センター

実施日 内　　　容場　所

おもに1歳未満のお子さんと保護者

子育てサロン ※プレイルームを開放します。　※時間はいずれも 9：30 ～11：30 です。

11月

11月

伊吹保健センター 

近江保健センター 
赤ちゃん広場

事業名 対　　　象場　所実施日
5日(水)

28日(金)

14:00～16:00山東健康福祉センター ◇母子健康手帳　◇赤ちゃん手帳　◇筆記用具

両親学級 ※市全域を対象に実施します　　※開催 10 分前（13:50 ～）から受付します。

実施日 開催時間 持ちもの場　所

16日(日)11月

米原げんきステーション

予防接種
※BCGは月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。　※診察前の体温は会場で測定してください。
※予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読み、必要性や副反応について理解したうえで接種してください。
※薬を使用している方は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

7日(金)11月

11日(火)11月

13：00～13：15ＢＣＧ
（３か月～６か月未満児）

◇予診票
◇母子健康手帳　

山東健康福祉センター13：00～14：15ポリオ
（３か月～７歳６か月未満児）

◇予診票
◇母子健康手帳　

事業名（対象） 場　　所 持ちもの受付時間実施日

※げんきステーションで実施するポリオ予防接種は大変混み合うことが予想されますのでご了承ください。
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子育て支援センターでは子育て相談を行っています。

一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。

　誰かに自分の気持ちを聴いてもらうことは勇気がいることかも
しれないですね。私たち担当者は、みなさんとお話ししながら一
緒に考えていけたらと思っています。どんな小さなことでもご相
談ください。秘密厳守です。まず、話せる人に話してみてください。

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

13時～16時30分

10時～17時

10時～15時

☎52-1114

☎55-0061

☎58-2001

毎週月曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

電
話
相
談

来
所
相
談

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

10時～16時

10時～17時

随時

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

★来所相談は
相談日の予約
が可能です。

地域子育て支援センターだより
子育て支援センター あゆっこ 〒521-0016　米原市下多良146-1　米原市立米原中保育園内

☎ ５２-１１１４　　　５２-５１３１

11月のめばえ活動
（親子活動）

★活動しやすい服装で参加してくださいね。

★必要に応じて、着替えやお茶等をご持参ください。

時　　　間

10時～11時30分

（受付　9時45分～）

実施日 会　　場
１１月 ４日（火）
１１月 ７日（金）
１１月１１日（火）
１１月１４日（金）
１１月１８日（火）
１１月２１日（金）
１１月２５日（火）
１１月２８日（金）

上丹生公会堂
朝妻集会所
岩脇会館
西番場公民館
下多良公民館
長沢公民館
東番場公民館
醒井公民館

● あゆっこ開放

毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気楽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。

● 園庭開放

月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある遊具や砂場で遊びませんか？

子育て支援センター はなばたけ 〒521-0314　米原市春照19５０　いぶき認定こども園内
☎ ５８-２００１　　　５８-２００１

11月の親子活動

時　間

10時～
11時30分

実施日 会　　場 活動内容 ● 保育室開放
毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに
来ていただけるお部屋です。

● 園庭開放
毎週月～金曜日　10時～15時
園庭にある遊具や砂場などでのびのび遊
びましょう。

自然とふれあおう！
どんぐりや落ち葉で遊ぼう。

おもちゃで遊ぼう！
ひも通しや積み木遊びなどをしよう。

クッキングをしよう！
さつま芋で茶巾しぼりを作ろう。
【持ち物】エプロン、三角巾、マスク

クッキングをしよう！
ホットケーキを焼こう。
【持ち物】エプロン、三角巾、マスク

新聞紙で遊ぼう！
～びりびり破ったり、丸めたり、新聞を使って遊びます～

子育て支援センター 寺子屋 〒521-0242　米原市長岡1167-4　長岡保育園内
☎ ５５-００６１　　　５５-８２２２

11月の寺子屋ひろば

時　間

9時30分～
  10時30分

13時30分～

実施日 活動内容

１１月 ７日（金）
園庭で焼きイモをします！
　お外であそんだあと、ホカホカの焼き
イモをお友だちと一緒にいただきます。
（保育園園庭にて）

保育園・寺子屋合同子育て講演会
演題 「自然の中で親子であそぶ楽しみ方」
　　 自然の中であそぶ大切さや楽しみ方を
　　 お話ししていただきます。
講師 環境レイカーズ代表　島川武治先生
場所 長岡保育園　ホール
★参加希望の方は、１１月８日（土）までに申し込み
　ください。託児あります。申し込み時にその旨、
　お伝えください。

● 寺子屋保育室開放

毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。
※１１月７日（金）は保育室開放をお休みします。

● 園庭開放

毎週月～土曜日　　10時～11時30分
園庭の遊具や砂場で体を動かしてあそびましょう。

１１月１５日（土）

☆土曜日の寺子屋ひろばはファミリーデー！！　パパの参加も大歓迎！

楽しい活動にいっしょに参加してね。

“プチランド”

１１月 ４日（火）

１１月１１日（火）

１１月１８日（火）

１１月２５日（火）

杉澤集会所

いぶき認定こども園

板並ふれあいの里

いぶき認定こども園

　未就園児家庭を対象にした「地域子育て支援センター」や、「子ども家庭サポートセンター」

などでは、さまざまな子育て支援活動を展開しています。子どもたちのすこやかな成長と、

楽しい育児を応援していますので、みなさん、ぜひ遊びにきてくださいね！
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子育て支援センターでは子育て相談を行っています。

一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。

　誰かに自分の気持ちを聴いてもらうことは勇気がいることかも
しれないですね。私たち担当者は、みなさんとお話ししながら一
緒に考えていけたらと思っています。どんな小さなことでもご相
談ください。秘密厳守です。まず、話せる人に話してみてください。

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

13時～16時30分

10時～17時

10時～15時

☎52-1114

☎55-0061

☎58-2001

毎週月曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

電
話
相
談

来
所
相
談

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

10時～16時

10時～17時

随時

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

★来所相談は
相談日の予約
が可能です。

地域子育て支援センターだより
子育て支援センター あゆっこ 〒521-0016　米原市下多良146-1　米原市立米原中保育園内

☎ ５２-１１１４　　　５２-５１３１

11月のめばえ活動
（親子活動）

★活動しやすい服装で参加してくださいね。

★必要に応じて、着替えやお茶等をご持参ください。

時　　　間

10時～11時30分

（受付　9時45分～）

実施日 会　　場
１１月 ４日（火）
１１月 ７日（金）
１１月１１日（火）
１１月１４日（金）
１１月１８日（火）
１１月２１日（金）
１１月２５日（火）
１１月２８日（金）

上丹生公会堂
朝妻集会所
岩脇会館
西番場公民館
下多良公民館
長沢公民館
東番場公民館
醒井公民館

● あゆっこ開放

毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気楽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。

● 園庭開放

月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある遊具や砂場で遊びませんか？

子育て支援センター はなばたけ 〒521-0314　米原市春照19５０　いぶき認定こども園内
☎ ５８-２００１　　　５８-２００１

11月の親子活動

時　間

10時～
11時30分

実施日 会　　場 活動内容 ● 保育室開放
毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに
来ていただけるお部屋です。

● 園庭開放
毎週月～金曜日　10時～15時
園庭にある遊具や砂場などでのびのび遊
びましょう。

自然とふれあおう！
どんぐりや落ち葉で遊ぼう。

おもちゃで遊ぼう！
ひも通しや積み木遊びなどをしよう。

クッキングをしよう！
さつま芋で茶巾しぼりを作ろう。
【持ち物】エプロン、三角巾、マスク

クッキングをしよう！
ホットケーキを焼こう。
【持ち物】エプロン、三角巾、マスク

新聞紙で遊ぼう！
～びりびり破ったり、丸めたり、新聞を使って遊びます～

子育て支援センター 寺子屋 〒521-0242　米原市長岡1167-4　長岡保育園内
☎ ５５-００６１　　　５５-８２２２

11月の寺子屋ひろば

時　間

9時30分～
  10時30分

13時30分～

実施日 活動内容

１１月 ７日（金）
園庭で焼きイモをします！
　お外であそんだあと、ホカホカの焼き
イモをお友だちと一緒にいただきます。
（保育園園庭にて）

保育園・寺子屋合同子育て講演会
演題 「自然の中で親子であそぶ楽しみ方」
　　 自然の中であそぶ大切さや楽しみ方を
　　 お話ししていただきます。
講師 環境レイカーズ代表　島川武治先生
場所 長岡保育園　ホール
★参加希望の方は、１１月８日（土）までに申し込み
　ください。託児あります。申し込み時にその旨、
　お伝えください。

● 寺子屋保育室開放

毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。
※１１月７日（金）は保育室開放をお休みします。

● 園庭開放

毎週月～土曜日　　10時～11時30分
園庭の遊具や砂場で体を動かしてあそびましょう。

１１月１５日（土）

☆土曜日の寺子屋ひろばはファミリーデー！！　パパの参加も大歓迎！

楽しい活動にいっしょに参加してね。

“プチランド”

１１月 ４日（火）

１１月１１日（火）

１１月１８日（火）

１１月２５日（火）

杉澤集会所

いぶき認定こども園

板並ふれあいの里

いぶき認定こども園

　未就園児家庭を対象にした「地域子育て支援センター」や、「子ども家庭サポートセンター」

などでは、さまざまな子育て支援活動を展開しています。子どもたちのすこやかな成長と、

楽しい育児を応援していますので、みなさん、ぜひ遊びにきてくださいね！

子育て中のみなさん、一度のぞいてみてください。楽しい時間を一緒につくりましょう。

★持ち物：お茶（水筒）、タオルなど　　　★お申し込み不要

おやこサロン
実施日 活　動　内　容 時　　間会　　場

・おもちゃで遊ぼう
・秋をみつけよう
　　製作や木の実あそび

10時～11時30分

勤労青少年ホーム

北方公民館

柏原生涯学習センター

11月

11月

11月

7日（金）

13日（木）

26日（水）

旧米原小学校
旧いぶき保育園
近江公民館

勤労青少年ホーム
旧いぶき保育園
近江公民館

勤労青少年ホーム
旧米原小学校
旧いぶき保育園
近江公民館

勤労青少年ホーム

こころの教育相談

日　時 会　場 日　時 会　場
10月
10月
10月
10月
10月
10月

6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
14日（火）
15日（水）

14時～17時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～17時

10月
10月
10月
10月
10月

16日（木）
20日（月）
21日（火）
22日（水）
23日（木）

9時～12時
14時～17時
9時～12時
9時～12時
9時～17時

専門のカウンセラーが、子どもやその家族が抱える心の問題についてご相談に応じます。
相談時間はひとり約45分で、予約制です。お申込みは原則、学校を通じて受け付けていますが、
子ども家庭サポートセンター（☎ 55-8112）への直接の申し込みも受け付けています。

子どもの「いのち」と「そだち」を守る

米原市子ども家庭サポートセンター
市役所山東庁舎２階　〒521-0242 米原市長岡1206
☎ ５５－８１１２　　　５５－４０４０

子育て講座③　子育て講演会
●日　　時：11 月 27 日（木）10時～ 12時
●内　　容：エプロンシアター、手遊び、人形劇であそぼう！
　　　　　　講演会　「乳幼児期だからこそ大切にしたいこと」
　　　　　　　－心をはぐくむ子育てとはー　講師：平尾和子氏　　　　
●会　　場：米原市交流会館（ルッチプラザ）　健康ルーム、1階スタジオ
●参 加 費：無料　　※講演のときはお子様をお預かりします。（一緒も可）
●申込締め切り：11 月 20 日（木）　☎ 55-8112　子ども家庭サポートセンターまで

放課後児童クラブ（学童保育）入会申込について放課後児童クラブ（学童保育）入会申込について放課後児童クラブ（学童保育）入会申込について
　市では、保護者が仕事などにより昼間おられない家庭の児童を対象に、家庭に代わる遊びや生
活の場として「放課後児童クラブ」を開設しています。来年度（平成21年度）の入会申込は次の
とおりです。

お問い合わせ　健康福祉部　こども家庭課（山東庁舎）　☎ 55-8104　　　55-4040FAX

平成20年10月20日（月）～10月31日（金）

10月3日（金）から市役所各庁舎窓口、各放課後児童クラブ、各保育園に設置します。
また、米原市公式ウェブサイトからもダウンロードできます。

受付期間

申込用紙について

ひら　 お　 かず　 こ
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細田 英幸
見本

細田 英幸
見本

細田 英幸
見本


細田 英幸
見本

細田 英幸
見本


細田 英幸
見本



米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く 

43

名
鐘
を
訪
ね
て

神
社
と
梵
鐘

　
今
回
は
、
市
内
に
あ
る
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘
の
名
品
を

紹
介
し
ま
す
。
梵
鐘
の
多
く
は
、
胴
の
最

も
張
っ
た
部
分
に
「
池い

け

之の

間ま

」
と
呼
ば
れ

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
こ
に
、
社
寺
の

由
緒
や
、
鋳
造
に
伴
う
願
い
事
、
関
わ
っ

た
願が

ん
し
ゅ主
・
勧か

ん

進じ
ん

元も
と

・
大お

お

檀だ
ん

那な

、
鋳い

物も
の

師し

や

年
月
日
な
ど
を
記
し
た
銘め

い
ぶ
ん文

が
陰
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。
蓮れ

ん

華げ

寺じ

（
番
場
）
の
銅ど

う

鐘し
ょ
う【
国

指
定
文
化
財
】
は
弘こ

う

安あ
ん

七
年
（
一
二
八
四
）

に
、
こ
の
地
の
土
豪
で
あ
っ
た
土ど

い肥
元も

と
よ
り頼

が
大
檀
那
と
な
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
が

　

わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
葬
砌
の
墓
所
」、

つ
ま
り
蓮
華
寺
は
死
者
を
葬
る
墓
所
で
あ

り
、
こ
の
鐘
は
「
霊れ

い
こ
ん魂
妄も

う
そ
う想
の
睡ね

む

り
を
醒さ

ま
す
」
た
め
に
鳴
ら
す
鐘
と
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
。

　
日ひ

撫な
で

神
社
（
顔
戸
）
の
梵
鐘
【
県
指
定
】

は
、
蓮
華
寺
銅
鐘
の
一
年
前
、
弘
安
六
年

（
一
二
八
三
）
に
作
ら
れ
ま
し
た
。「
池
之

間
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
阿
弥
陀
・
弥
勒
・

薬
師
・
釈
迦
と
多た

聞も
ん
て
ん天
な
ど
の
四
天
王
が

浮
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
鐘

は
釣
り
下
げ
る
と
こ
ろ
の
宝ほ

う
じ
ゅ珠
が
欠
け
、

撞つ

く
部
分
や
突
起
、
銘
文
な
ど
が
ひ
ど
く

摩
耗
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
国
時
代

の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
恐
れ
て
仏

具
な
ど
と
と
も
に
、
八
〇
年
近
く
田
の
中

に
埋
め
ら
れ
て
い
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
泉
神
社
（
大
清
水
）
の
梵
鐘
【
市

指
定
】
は
、
永え

い

享き
ょ
う

六
年
（
一
四
三
四
）
に

八や

た

べ

田
部
共と

も

義よ
し

・
藤
原
共
吉
に
よ
り
作
ら
れ

ま
し
た
。
小
田
の
妙

み
ょ
う

覚か
く

寺じ

に
八
田
部
氏
の

五ご

輪り
ん

塔と
う

が
あ
り
、
鋳
物
師
の
居
住
地
が
わ

か
る
作
品
で
す
。

　
日
撫
神
社
と
い
い
泉
神
社
と
い
い
、
神

社
に
梵
鐘
が
あ
る
の
に
違
和
感
が
あ
り
ま

す
が
、
江
戸
時
代
ま
で
の
神し

ん
ぶ
つ仏
混こ

ん
ご
う合
の
社

会
で
は
、
例
え
ば
日
撫
神
社
に
は
神じ

ん

宮ぐ
う

寺じ

・
長

ち
ょ
う

谷こ
く

寺じ

・
平
等
寺
・
来ら

い
ご
う迎
寺じ

な
ど
の

一
九
の
社
坊
が
あ
り
、
所
属
す
る
僧
侶
が

神
社
の
社
務
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
大

き
な
神
社
に
は
、
梵
鐘
や
仏
具
、
懸
仏
な

ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

戦
乱
と
梵
鐘

　
伊
吹
山
二
合
目
松ま

つ

尾お

寺じ

（
上
野
）
の
梵

鐘
【
市
指
定
】
は
、
昭
和
四
三
年
、
境
内

整
地
中
に
地
下
一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か

ら
常と

こ

滑な
め

焼や
き

の
大お

お
が
め甕
・
鉄
刀
と
と
も
に
見
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
上
部
が
建
設

機
械
に
よ
っ
て
大
き
く
破
損
し
て
い
ま

す
。
こ
の
梵
鐘
は
、
銘
文
か
ら
登
山
口
に

鎮
座
す
る
三
之
宮
神
社
の
も
の
で
、
明
応

七
年
（
一
四
九
八
）
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
戦
乱
を
避
け
二
合
目
ま
で
運
び

あ
げ
ら
れ
埋
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
願が

ん

乗じ
ょ
う

寺じ

（
中
多
良
）
の
梵
鐘
【
市
指
定
】

も
戦
乱
に
か
か
わ
る
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。
銘
文
か
ら
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）

に
作
ら
れ
、
も
と
は
伊
香
郡
余
呉
庄
菅す

が

並な
み

の
岩
本
寺
六
所
権
現
の
鐘
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
羽
柴
秀
吉
が
賤
ヶ
岳
合
戦

の
と
き
に
陣じ

ん

鐘が
ね

と
し
て
用
い
た
も
の
が
願

乗
寺
に
移
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
東
地
域
に
は
、
陽よ

う
こ
く刻
（
浮
き
出
し
）

が
素
晴
ら
し
い
江
戸
時
代
の
梵
鐘
が
あ
り

ま
す
。
観
音
寺
（
朝
日
）
の
梵
鐘
は
腰
の

部
分
に
波は

浪ろ
う

文も
ん

を
、
長
楽
寺
（
長
岡
）
の

梵
鐘
は
大
き
く
飛ひ

天て
ん

が
、
成じ

ょ
う

菩ぼ

提だ
い

院い
ん

の
梵

鐘
は
胴
部
中
央
の
蓮れ

ん

華げ

ざ座
の
上
に
七
体
の

菩
薩
が
並
び
、
さ
ら
に
飛
天
や
獅
子
が
陽

刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
万ば

ん

松し
ょ
う

院い
ん

（
志
賀
谷
）

の
梵
鐘
は
、
池
之
間
の
区
画
が
な
く
、
鳥
・

雲
・
天
女
を
陽
刻
し
、
梵
鐘
の
裾
が
波
状

に
な
る
朝
鮮
鐘
を
模
し
た
貴
重
な
作
品
で

す
。
こ
れ
ら
の
梵
鐘
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
で
の
供
出
か
ら
も
免
れ
て
い
ま
す
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

▲蓮華寺銅鐘

▲日撫神社梵鐘
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モ
ニ
タ
ー　

新
聞
で
も
度
々
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
し

ょ
う
か
。

市
長　

Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業
は
、
交
通
の
要
衝

と
い
う
米
原
市
の
利
点
を
活
か
し
、
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
と
鉄
道
輸
送
が
連
携
し
た
物
流

の
効
率
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
な
ど
の
削
減
を
図
る
、

防
災
備
蓄
な
ど
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た
物

流
セ
ン
タ
ー
事
業
で
す
。
平
成
17
年
度
に

「
滋
賀
県
経
済
振
興
特
別
区
域
」
の
認
定

を
受
け
、
国
や
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

先
日
、
県
の
評
価
委
員
会
か
ら
、
そ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、「
評
価
不
能
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、Ｓ

Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業
は
他
の
事
業
と
は
異
な
り
、

Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
稼
動
し
、
地
域
経
済
や
産
業

界
に
波
及
効
果
が
生
ま
れ
だ
し
て
初
め
て

評
価
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
用
地
購
入

や
造
成
工
事
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
企
業

誘
致
な
ど
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
評
価
出
来
な
い
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
幹
線
駅
に
隣
接
し
た
新
し
い
市
街
地

と
物
流
拠
点
を
つ
く
る
、
日
本
の
物
流
を

大
き
く
変
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国

的
に
注
目
を
集
め
、
民
間
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

モ
ニ
タ
ー　

米
原
小
学
校
に
お
い
て
実
施

さ
れ
て
い
る
「
放
課
後
キ
ッ
ズ
」
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
達
は
体
育
館
で
遊
ん
で
い
る
だ
け

で
、
後
片
付
け
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
今

後
、
米
原
市
全
体
に
広
げ
て
い
く
の
で
す

か
。
放
課
後
な
ど
に
地
域
の
高
齢
者
と
子

ど
も
達
が
交
流
し
、
昔
の
話
や
遊
び
を
教

え
あ
え
る
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
。

市
長　

一
緒
に
お
昼
を
食
べ
た
り
、
声
を

掛
け
合
え
る
場
所
が
あ
り
、
子
ど
も
達
と

高
齢
者
が
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
。

そ
れ
が
地
域
の
本
来
の
姿
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
、
試
験
的
に
米
原
小
学
校
で
行
な
っ

て
い
る
「
放
課
後
キ
ッ
ズ
」
は
、
今
後
、

市
内
全
域
に
取
組
を
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
が
、
そ
こ
で
は
、
大
人
は
見
守
る
だ
け

で
は
な
く
叱
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、
適
度

な
刺
激
が
あ
る
人
間
関
係
を
育
み
、
地
域

全
体
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
の
人
々

に
囲
ま
れ
て
、
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
年

を
重
ね
る
。
老
い
を
委
ね
ら
れ
る
優
し
さ

が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
豊
富
な
人
生
経
験
を
持
っ

た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
も
是
非
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー　

日
光
寺
に
は
、
か
つ
て
柿
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
、
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
み
、
今
で
は

干
し
柿
「
あ
ま
ん
ぼ
う
」
づ
く
り
が
日
光

寺
の
秋
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

い
か
に
米
原
市
の
特
産
品
と
し
て
定
着
さ

せ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

米
原
市
で
進
む

Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ（
シ
ル
ク
）計
画
に
つ
い
て

地
域
力
を
活
か
し
た
子
育
て
支
援
を
！

特
産
品
の
振
興
を
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
平
尾
市
長
が
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
課
題
に
つ
い
て
語
り

合
い
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「
市
長
と
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
」。
今
回
は
、

米
原
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
、｢

市
民

の
暮
ら
し
と
米
原
市
政
」
を
テ
ー
マ
に
話

し
合
い
ま
し
た
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

市
政
に
関
す
る
課
題
や
提
案
を
、
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
回
答
や
モ
ニ
タ
ー
通
信
な
ど
を

通
じ
て
市
政
に
届
け
る
も
の
で
、
現
在
32

人
が
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

11
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市
長　
　

私
は
「
あ
ま
ん
ぼ
う
」
を
単
に

商
品
化
す
る
の
で
は
な
く
、
工
夫
を
重
ね
、

「
日
光
寺
、
米
原
に
来
な
け
れ
ば
食
べ
ら

れ
な
い
」
と
、
都
会
の
人
を
誘
い
、
特
産

品
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
、
今
年
か

ら
各
地
域
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
で
始
め
た

新
た
な
取
り
組
み
、「
地
域
創
造
会
議
」

に
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
皆
で
知

恵
を
出
し
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

モ
ニ
タ
ー　

私
達
は
演
劇
を
と
お
し
て
子

ど
も
達
に
多
く
の
経
験
を
さ
せ
、
少
子
高

齢
化
や
環
境
を
は
じ
め
、
様
々
な
こ
と
に

関
心
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

去
年
の
夏
休
み
に
、
全
校
児
童
・
生
徒

合
わ
せ
て
も
20
人
程
度
の
東
草
野
小
・
中

学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
演
劇
の
指
導
に

伺
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
私
達
は
、
訪
問
先
の
皆
さ
ん
に

自
己
紹
介
と
自
分
の
好
き
な
食
べ
物
を
１

つ
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ

こ
で
は
、ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
「
キ

ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
や
お
米
が
好
き
、
自
分
た

ち
の
身
の
回
り
で
作
っ
て
い
る
も
の
が
美

味
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
時
、
こ
れ
こ
そ
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
日
社
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
、
米

原
市
な
ら
で
は
の
取
り
組
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
き
れ
い
な
水
や
自
然
、
ホ
タ

ル
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
環
境
を
、
単

に
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
結
び
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
深
み
の
あ
る
も
の
と
し
て

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

市
長　

米
原
市
の
シ
ン
ボ
ル
、
ホ
タ
ル
は

初
夏
の
夜
、
美
し
い
光
の
舞
い
を
見
せ
、

は
か
な
い
命
を
輝
か
せ
、
次
の
世
代
へ
と

命
を
繋
い
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ホ
タ
ル

は
、
我
々
人
間
の
営
み
に
よ
っ
て
排
出
さ

れ
る
適
度
な
汚
れ
が
川
に
流
れ
、
幼
虫
の

え
さ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
育
み
、
成
虫
に

な
る
こ
と
か
ら
”人
里
昆
虫
“と
言
わ
れ

ま
す
。

　

ホ
タ
ル
が
棲
む
環
境
を
守
る
と
い
う
こ

と
は
、
人
間
が
好
き
勝
手
に
生
き
て
い
る

の
で
は
な
く
、
ホ
タ
ル
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
と
共
生
す
る
、
優
し
い
心
を

守
り
育
む
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
大
人
が
ま
ず
、
自
分
達
が
住
ん

で
い
る
ま
ち
”田
舎
“
に
、
自
信
や
誇
り

を
持
ち
、
そ
れ
を
今
、
子
ど
も
達
に
語
り
、

命
や
自
然
の
尊
さ
を
伝
え
る
こ
と
。

　

そ
の
先
取
り
と
し
て
、
田
舎
都
市
米
原
、

伊
吹
の
北
部
や
中
山
間
地
域
で
始
め
る
、

”水
源
の
里
“の
議
論
は
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
、
行
政
は
伝
え
て
い
く
こ
と
に
一

生
懸
命
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
話
を
聞

い
て
も
、
す
ぐ
答
え
て
い
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

身
近
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
市
役

所
が
共
鳴
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ど
う

聞
く
か
、
そ
し
て
聞
い
た
こ
と
に
ど
う
反

応
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
新
し
い
時
代

の
自
治
体
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
米
原
市
が
ど
ん
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の
貴

重
な
ご
意
見
、
ご
提
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
放
課
後
キ
ッ
ズ
…
学
校
施
設
を
活
用
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
に
安
全
な
環
境
で

思
う
存
分
遊
べ
る
場
所
、
ゆ
っ
た
り
と
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む

事
業
で
す
。

●
シ
ル
ク
…
「
滋
賀
統
合
物
流
セ
ン
タ
ー

（Shiga Integrated Logistics Center

）
の

頭
文
字
「
Ｓ
．Ｉ
．Ｌ
．Ｃ
」
を
取
っ
た
も
の
で
、

古
来
、
東
洋
と
西
洋
の
重
要
な
交
易
路
で
あ

っ
た
"シ
ル
ク
ロ
ー
ド
"
の
よ
う
に
、
モ
ノ
や

情
報
の
新
た
な
交
流
拠
点
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

●
地
域
創
造
会
議
…
市
民
委
員
と
市
民
自
治
セ

ン
タ
ー
が
協
働
し
て
地
域
の
課
題
や
特
色
な

ど
か
ら
地
域
支
援
計
画
策
定
の
た
め
の
検
討
・

協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
新
し
い
地
域
自
治
の
仕
組
み
を
築
い

て
い
く
も
の
で
す
。

今回参加された皆さん
上段左から

▲

宮崎参事、相宗久夫さん、中村一海さん、高木修造さん
下段左から

▲

南部眞智子さん、七枝和江さん、平尾市長、寺倉建一さん、大林宗夫さん

市民の暮らしと米原市政

平
尾
市
長
か
ら
最
後
に･･･

▲カモンカンパニー活動風景

「
カ
モ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」

 

〜
子
ど
も
達
を
中
心
に
、
小
学
生
か
ら

 

50
代
く
ら
い
迄
の
大
人
が
演
劇
作
り
を

 

行
な
っ
て
い
ま
す
！

す
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考えよう！ No.７ 

弱
い
立
場
の
仲
間
を

自
分
た
ち
の
仲
間
へ
つ
つ
み
込
も
う

こ
ん
の　

と
し
ひ
こ

白
い
杖
の
人
に
出
会
っ
た
ら
「
手
を
か
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う

高
齢
者
が
道
を
横
断
す
る
と
き
に

「
い
っ
し
ょ
に
渡
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
い
ま
し
ょ
う

み
ん
な
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

つ
ら
く
、
き
び
し
い
仕
事
に
精
を
だ
し
て
い
る
人
た
ち
に

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
ひ
と
こ
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
か
け
ま
し
ょ
う

外
国
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に　

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
も
よ
い
か
ら

助
言
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

わ
た
し
た
ち
は　

も
っ
と
も
っ
と　

こ
の
よ
う
な

「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
に
気
づ
く
感
性
を

人
権
感
覚
が
す
る
ど
い
と
い
う
の
で
す

「
う
わ
さ
」「
世
間
」「
偏
見
」
な
ど
に

ま
ど
わ
さ
れ
て
い
る
仲
間
が
い
た
ら

い
っ
し
ょ
に
語
り
あ
っ
て

「
う
わ
さ
」「
差
別
意
識
」
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う

人
権
読
本　

じ
ん
け
ん
の
詩
よ
り
（
明
石
書
店
）

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
部  

人
権
推
進
課（
米
原
庁
舎
）

　

☎
５
２-

６
６
２
９　

 

５
２-

４
５
３
９

FAX

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

長
浜
米
原
東
浅
井
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

☎
６
５-

１
１
４
５　
　

 

６
８-

０
２
６
３

FAX

　
「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
を
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
と
し
て
行
動
す
る
こ
と

を
、
私
た
ち
現
代
人
は
忘
れ
つ
つ
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

眼
の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば

手
を
差
し
伸
べ
た
り
、
み
ん
な
の
た
め

に
、
つ
ら
く
、
き
び
し
い
仕
事
を
す
る

人
が
い
た
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
、
そ
ん
な
「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
、
思
い
や
り

の
心
と
い
た
わ
り
、
感
謝
す
る
気
持
ち

が
あ
っ
た
ら
、
そ
ん
な
「
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
」
に
気
づ
け
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
、「
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
」
に
気
づ
く
感
性
が

あ
っ
た
ら
、「
う
わ
さ
」
や
「
世
間
」、「
偏

見
」
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

正
し
い
判
断
と
行
動
で
、
差
別
意
識
の

払
拭
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

も
し
、身
近
な
と
こ
ろ
で
、「
う
わ
さ
」

や
「
世
間
」、「
偏
見
」
な
ど
に
惑
わ
さ

れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
た
だ
見
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
考
え
て
、
そ

の
誤
り
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
み
ん
な
の
人
権
が
大
切
に
さ

れ
る
仲
間
づ
く
り
が
図
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
っ 

し
ょ
く

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
」IN
米
原

『
地
域
で
支
え
る
介
護
を
め
ざ
し
て
』

　
　

 

〜
在
宅
介
護
を
支
え
る
の
は
私
た
ち
〜

参加者
募集

は
た  

の

　

介
護
保
険
が
始
ま
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
は
福
祉
人
材
不
足
と
い
う
新
た
な
る
課
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
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まわし姿ではっけよい。
　　　　　　山津照神社奉納角力（9/14）

醒井地蔵祭（8/23.24）
　区民の手作りによるさまざまな “つくりもの” と呼ばれる展示が地蔵川沿いになら
ぶ醒井地蔵祭が今年も行われ多くの人でにぎわいました。昔話や映画などをテー

マに、巧妙な動きで表現された全部で15点のつくり
ものが展示され、訪れた人々の目を楽しませました。
　祭の最終日の夜には、恒例の「万灯流し」が行
われ、子どもたちの手作り行灯のやわらかな光が、
地蔵川の流れにゆらゆらと漂い、涼しげな夜風が夏
の終わりを告げていました。

伊吹山山頂に挑戦 ！  夢高原かっとび伊吹開催（8/31）
　伊吹山麓から山頂目指して駆け登り伊吹の自然に挑戦
する登山マラソン「夢高原かっとび伊吹」が開催され、ア
タックの部、チャレンジの部、エンジョイの部合わせてお
よそ1,200 人のランナーがレースに参加しました。
　伊吹薬草の里文化センターから山頂までを一気に駆け
登る “アタックの部” で優勝されたのは、男子が滋賀県から
参加の大杉哲也さんで記録は1時間03分01秒、女子は兵
庫県から参加の鈴木純子さんで記録は1時間18分16秒。
　1時間あまりで標高差1,157mを駆け抜けるランナーに沿
道では大きな声援を送っていました。

備えあれば憂いなし。
　　　　　　米原市防災訓練（9/7）
　夏の暑さが残る9月7日早朝から、県北部を震源とする
大規模地震が起きたと想定して米原市防災訓練が行われ
ました。市内の自治会や関係機関からおよそ430人が参加
し、緊急時の連絡体制の確認や、バケツリレーや水消火
器による初期消火訓練、応急処置訓練などを実施。訓練
の最後には、県の防災航空隊のヘリによる負傷者の搬送
も行われました。
　参加者らは熱心に訓練に取り組みいざという時の連携や
防災知識を高めました。

　晴れ渡る秋空の下、山津照神社で奉納角力が行われました。この奉納角力
は、約800年前に後鳥羽上皇がこの地に立ち寄った際に、村人がもてなしに
執り行ったのが始まりとされています。

　回しを締めた地元幼稚園や小学生の小
さな力士たちが親子相撲や東西二手に別
れての取り組みをスタート。行司の “油断
なく見合って、のこった” の掛け声が響く
中、寄り切りや上手投げなどの技を繰り
出し土俵を取り囲む観客からは大きな歓
声があがりました。

すもう
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仲
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税務署からのお知らせ

法律相談
　毎月第２木曜に「法律相談」を開設
しています。弁護士が相談に応じま
す。秘密は厳守されます。事前にお申
込み予約が必要です。
日時▶10月9日（木）10時～12時
場所▶三島荘 (池下 )
費用▶1,500円
■申・ ■問 市 社会福祉協議会　本所
☎ 54-3105　　54-3106

結婚相談
　市では、結婚相談所を「毎月第２・第
４木曜日」に開設しています。お気軽
にご相談ください。相談は無料です。
日時▶10月9日（木）・23日（木）
　13時30分～16時
場所▶米原公民館
■問 市 農林振興課（伊吹庁舎）
☎ 58-2228　　 58-1719

男女共同参画「こころの相談室」
　家庭や地域、職場などでの性別に関わ
る差別的な扱いやパートナーからの暴力
など、暮らしの中でのさまざまな悩みに
ついてご相談ください。女性相談員が問
題解決に向けて一緒に考えます。時間は
いずれも13時30分～15時30分まで。

※電話またはセンターでの直接相談
です。
※相談日の前日までにご予約ください。
※相談は無料、秘密厳守、男女問わ
ず受け付けます。
■申・ ■問 市　人権推進課 (米原庁舎 )
☎ 52-6629　　 52-4539

安心・納得のこみこみ価格 自由設計で快適な暮らしを

㈱秀光ビルド彦根支店
一級建築工事業・土木工事業　国土交通大臣許可（般 -18）第 21945　設計室　石川県知事　第 12619 号

〒522-0027
彦根市東沼波町 181 番地 2

夢
オール電化・自由設計・フル装備

地盤調査費用 付帯工事費用 保証料・保険料
給排水工事費用 設計・申請費用 消費税

キッチン
ユニットバス　洗面化粧台

トイレ 温水器
Takara standard

＝ 夢 ＋

心配ごと総合相談
　人権・行政・心配ごと等、市民の
みなさんのあらゆる相談に応じます。
相談は無料で、秘密は厳守されます。
時間はいずれも午前 10 時から正午
まで。

■申・ ■問 市 社会福祉課（山東庁舎）
☎ 55-8102　　 55-2406

相談日
10月   7日 ( 火 )
10月 14日 ( 火 )
10月 21日 ( 火 )
10月 28日 ( 火 )

会　場
やすらぎハウス（顔戸）
三島荘（池下）
ゆめホール（三吉）
愛らんど（春照）

なお   き

第 54回滋賀県母親大会
　どなたでもご参加できます。ご家
族そろってお越し下さい。
日時▶10月26日 ( 日 )　10時～
場所▶米原小学校・中学校
内容▶
　10時～ 全体会　
　・文化行事 (よさこいソーラン )
　・後藤宣代氏による、記念講演「生き

る喜び、働く喜び」・フルート演奏
　13時～ 分科会
　　助言者：二本松はじめ氏・尾木直樹氏・

西谷文和氏
■問 滋賀県母親大会湖北ブロック実行
委員会　☎・ 　52-3285

ご　とう   のぶ　よ

に　ほん  まつ お　 ぎ

にし  たに ふみ  かず

10月12日（日）～10月19日（日）

今年のスローガン

わかちあう  仕事も家庭も喜びも
　この週間を機に、家庭で、職場で、地域で、
男女のパートナーシップについて考え、話
し合い、理解し合って、誰もが自分らしく
いきいきと暮らせる社会を築く一歩を、あ
なたも踏み出してみませんか。（人権推進課）

男女共同参画社会をめざす

です。
パートナーしがの強調週間

国民年金からのお知らせ

●付加保険料を納付して年金額を増やすことができます！
　国民年金には、定額保険料（月額 14,410 円）に月額 400 円の付加保険料を上乗せして納
付することにより、将来、より多くの年金額を受給することができます。
　例えば、１年間納めた付加保険料は、将来、年間2,400円（200円×12ヶ月）の年金額を「付
加年金」として受給することができます。
　ただし、次の点にご注意ください。
　①農業者年金の加入者は、希望の有無にかかわらず、付加保険料を納めなければなりません。
　②国民年金基金の加入者は、付加保険料を納めることができません。

●ご存知ですか？任意加入制度！
　日本国内に住所のある20歳以上60歳未満の方は国民年金に強制加入しなければなりません
が、60 歳までに老齢基礎年金の受給資格期間（25年）を満たしていない場合や、納付済期間
が少ないために老齢基礎年金を満額受給できない場合は、60歳から65歳までの間に任意加入
申出による加入をして納付することができます。
　さらに、65歳まで納付しても老齢基礎年金の受給資格期間（25年）を満たさないが、70歳
まで納付すれば受給資格期間を満たす場合は、受給資格期間を満たすまで特例的に任意加入申
出により加入をすることができます。
　この場合、保険料の納付方法は、原則、口座振替にしていただく必要があります。
　また、海外に住所のある20歳以上65歳未満の方なども任意加入申出により加入をすること
ができます。

相談日 会　場
和ふれあいセンター(多良)
Ｓ.Ｃプラザ内男女共
同参画センター(一色)

10月   8日 ( 水 )

10月 22日 ( 水 )

お問い合わせ　滋賀社会保険事務局彦根事務所 国民年金業務課　☎ 0749-23-1114

平成20年11月4日から税務署の電話は、
自動音声案内に変わります。

来署によるご相談を希望される方は、事前
のご予約をお願いします。

長浜税務署　☎0749-62-6144

自動音声案内自動音声案内
税務署に電話

一般的な
ご相談

「１」を選択

電話相談
センター

税務署に
ご用の方

「２」を選択

税務署

（注）「番号が確認できません。」という案内があった
　　場合は、電話機の「＊」を押してから番号を選択
　　してください。
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車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

米原市長選挙の日程について
　平成21年3月5日任期満了に伴う、米原
市長選挙の日程を次のように決定しました。
選挙の期日▶平成21年２月22日(日)
選挙期日の告示日
　　　　　▶平成21年２月15日(日)
■問 市　総務課内米原市選挙管理委員
会事務局 (米原庁舎 )
☎ 52-1552　　　52-4447

テキスト代▶5,000円
定員▶100名
＊湖北２市６町に居住または勤務さ
れている方を優先
申込方法▶10月20日（月）からの(定員
になり次第締切)８時30分から17時
15分までに消防本部、または最寄りの
消防署へ、本人または代理人がテキスト
代と印鑑を持参のうえ、お申込下さい。

＊電話および郵送での受付は一切受け付
けません。
■問 湖北地域消防本部予防課
☎ 62-5194　　　65-4450

甲種防火管理講習会
日時▶11月10日（月）・11日（火）の
2日間
場所▶市民交流センター「ふれあいホー
ル」（長浜市地福寺町４番36号）

『米原交通安全市民大会』開催！
　交通安全功労者等表彰や様々なアトラ
クション、豪華景品の当たるお楽しみ抽
選会もあります。どなたでもご参加いた
だけます。お気軽にご参加ください。
日時▶10月18日(土)　９時30分～
場所▶米原公民館
■問 市　防災安全課内米原市交通対策
協議会 (近江庁舎 )
☎ 52-6630　　　52-6930

障がいのある方を対象としたNHK放
送受信料の免除基準変更のお知らせ
　平成20年10月1日から免除基準
が変わります。
【全額免除】
従来の「身体障がい者」「重度の知的障が
い者」から対象を拡大し、生活状態の条
件を「市町村民税非課税」に統一します。
●「身体障がい者」「知的障がい者」「精
神障がい者」が世帯構成員であり、世帯
全員が市町村民税（住民税）非課税の場合。
【半額免除】
従来の「重度の肢体不自由者」から対象
を拡大します。
●「視覚・聴覚障がい者」か「重度の障
がい者（身体障がい者、知的障がい者、
精神障がい者）が、世帯主の場合。
＊申込みは各市民自治センター自治振興
課ならびに下記の社会福祉課
■問 市　社会福祉課 (山東庁舎 )
☎ 55-8102　　　55-2406
または
NHK視聴者コールセンター
☎ 0120-151515

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお申込み・お問い合わせは情報政策課 電話 52-6627 へ…
　　　◎広報まいばら 広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,400 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト 広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　18,000 件）

平成20年度　下水道排水設備
工事責任技術者試験
試験日▶平成21年２月23日(月)14時～
会場▶立命館大学びわこ  くさつキャンパス
受付期間▶10月27日(月)～11月13日
(木)　９時～17時(土・日・祝を除く)

＊申込書は下記まで
■申・ ■問 市　下水道課 (近江庁舎 )
☎ 52-6924　　　52-4858
もしくは
財団法人滋賀県建設技術センター
☎ 077-565-0216
　 077-565-0108

封筒の広告主を募集します
　市では介護認定を受けていない65歳以上の
方に、介護予防のための調査書類を送付するた
めに使用する封筒の広告主を募集します。
広告期間▶平成21年1月頃、市内一
斉発送
作成枚数▶10,000枚
封筒の規格▶角形A4号
広告の規格▶縦60mm×横96mm
　( 裏面に１色刷 )
募集数▶６枠
申込受付▶10月１日(水)～20日(月)
＊掲載の決定は申込み金額が高額で
ある申請者から決定
< 市の公式サイトからも詳しい内容
をご覧いただけます。>
■申・ ■問 市　高齢福祉課 (山東庁舎 )
☎ 55-8103　　　55-8130

少年に関する悩み事は
☎ 54-5000

米原市少年センターへお気軽にどうぞ

飲酒・喫煙・薬物乱用・万引き・
　　　　　　出会い系サイトなどの

誘惑に負けないで
その好奇心を違うところにむけようよ！

映画「ふるさとをください」上映会
～ひかり福祉会主催～
　精神障害のある人たちが地域で働
き、暮らしていくことの大切さを考え
ていく、文部科学省選定の映画です。
日時 /会場▶
　①10 月４日 ( 土 ) ／ビバシティ彦
根イベントホール
　②10 月５日 ( 日 ) ／長浜文化芸術
会館　大ホール
　①・②いずれも
　10時30分～／13時 30分
　(１日２回上映・開場は30分前 )
価格▶一般（シニア含む）：1,200円
　中学生以下・障害者：1,000円
　( 当日券は300円増 )
■問 ひかり園内　映画「ふるさとをく
ださい」ひかり福祉会実行委員会
☎ 63-5606　　　65-4497
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